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事業再構築補助金とは、新型コロナウイルス感染

症の影響で、事業転換等に取り組む中小企業に対し

て、この取り組みにかかった費用を補うための補助

金です。この、補助金の申請をするためには、事業転

換等を行うこと、事業計画を認定支援機関と作成す

ること、申請前の直近 6 ヶ月間のうち、任意の 3 ヶ

月の合計売上額が 2019 年又は 2020 年 1 月から 3 月

の同 3 ヶ月の合計売上高と比較して 10％以上減少し

ている必要があります。公募の受付は、5 月 20 日か

ら始まっています。申請要件の対象となる会社はご

検討ください。 
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【２０２１年度の税制改正大綱について】 

２０２１年度の税制改正の大綱が閣議決定されました。その中には

ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現を図るため、

企業については「デジタル技術を活用した企業変革を推進する」た

めの「デジタルトランスフォーメーション投資促進税制」が新たに

創設されます。また申告書や届出書における押印の廃止、電子帳簿

保存の簡素化などがあります。例えば、法人税においてはポストコ

ロナに向けて産業競争力を強化するため、デジタル技術を活用した

企業環境を構築すべく、社内に整備されているサーバーやソフトウ

エアなどをクラウドシステムに移行するための投資（ソフトウエ

ア・機械装置・器具備品の取得）を行った場合に税額控除（５％・

３％）または特別償却（30％）ができる措置が創設されます。また

整備面においては行政手続きで書類の 

押印義務が見直されます。そのため一部

の例外を除いては、確定申告書や各種届

出書についての押印が不要となります。

さらに電子帳簿保存の簡素化について 

は、従来は事前に必要だった税務署長の

承認が廃止されたり、信頼性の高い電子帳簿については過少申告加

算税を５％軽減するといった刺激策が講じられます。今後、データ

の電子化がますます加速していくため、どこまでデジタル社会の実

現に近づけるかが期待されるところでしょう。 



仲間と楽しい時間を過

ごしたりリラックスす

ることに適した運勢で

す。楽しみを仕事に結

びつける工夫は大吉！

気が散漫になりやすく

集中力に欠けてミスを

しやすい運勢ですが、

何事も注意深く行えば

吉運がアップします。

チャンスだと思ったら

迷わず前進すると良い

運勢。絶好のタイミン

グを捉えるとさらに飛

躍できる月でしょう。

運勢は停滞期なもの

の、自信過剰は慎んで

人の意見に耳を傾けて

みると思わぬところで

ヒントが得られます。

今月の商売のヒント：【シンプルなごちそう】 

優れた経営者の中には、ひそかに茶道の心得のある人が少なくないと聞きます。400 年以上も続く究極のおも

てなしの心として世界にも知られている茶道。その本質は、亭主（主催する人）が一期一会の精神で正客を 

おもてなしすることです。茶道の世界観に経営者としての道を求めるのは、ごく 

自然なことかもしれません。茶道の創始者ともいえる千利休が説いた茶道の在り 

方に「利休七則」があります。 

一則、茶は服のよきように点（た）て（相手の状況や気持ちを考えながら心を込 

めて茶を点て） 二則、炭は湯のわくように置き（的確に誠実に準備を行い） 

三則、夏は涼しく冬は暖かに（相手が心地良いと感じるようにもてなし） 

四則、花は野にあるように（本質を見極め） 五則、刻限は早めに（心にゆとりを持ち） 六則、降らずとも

雨の用意（万全に備え） 七則、相客に心せよ（お互いを尊重しあう） 

つまり利休七則とは人をもてなすときの心得です。今さらと思った人もいるでしょ 

うか。まさにそんな逸話があります。ある日、弟子が茶の湯の極意を求めてきたの 

で、千利休はこの七則で答えたそうです。すると弟子は「それくらいのことなら私 

もよく知っています」と言ったそうですが、それに対して千利休は「七則ができる 

なら、私はあなたの弟子になりましょう」と返したそうです。日本人は古来より 

「和の心」を大切にしてきました。けれど「相手のため」や「尊重しあう」といったことは、ただ自分を相手

に合わせていればいいというものではありません。例えば、炊きたての白いご飯、おみそ汁、お漬け物の組み

合わせはシンプルにしてある意味、最高のごちそうです。とはいえ、この３つを全て混ぜてしまったら、それ

ぞれの味も組み合わせのバランスも台無しです。ご飯はお茶わんに、おみそ汁はおわんに、お漬け物は小鉢に

入れて、それぞれの器がひとつのお膳に収まってこその「ごちそう」です。大上段に構えなくても、身の回り

に今すぐできる小さなことはありませんか。商売は「シンプルなごちそう」でありたいものですね。

しいビニール傘を解体し何層にも重ねてプレス加工した素材は、窓ガラスに流れる雨の

ような表情や独特の質感が特徴。トートや斜め掛けのサコッシュに製品化する、全ての

工程に熟練した職人の技術を用いたメイドインジャパンです。プラスチックの廃棄問題

が解決すれば「10 年後になくなるべきブランド」。本気の高品質がユーザーに迫ります。

PLASTICITY（プラスティシティ）は捨てられたビニール傘を再利

用するファッションバッグのブランドです。リサイクルが難 

今月の商売のヒント：【「人生 100 年」時代の商売】 

「人間五十年、下天の内をくらぶれば、夢幻の如くなり。一度生を得て、滅せぬもののあるべきか」。桶狭間

の戦いの前夜、天下統一への第一歩を踏み出そうとしていた織田信長が謡い舞ったという「敦盛（あつもり）」

の有名な一節は、人の世の 50年の歳月は天界の一日にしかあたらない、夢幻の 

ようなものだと解釈されています。人の世の時のはかなさを意味するこの一節 

が、信長の琴線に触れたのかもしれません。それから 460 年以上が経ち、今や「人

生 100 年」の時代を私たちは生きています。人生の時間が長くなった分、何が変

わったのでしょうか。お釈迦様にこんな逸話があります。あるときお釈迦様が弟

子たちに尋ねました。「人生の長さがどのくらいあるか、お前たちは知っている 

か？」。弟子の１人が答えます。「50 年くらいでしょうか」。お釈迦様は首を横に

振りました。「では、40年くらいですか」。別の弟子の答えにもお釈迦様は首を横に振ります。「30 年」「20 年」

「10年」「１年」弟子たちは次々と答え、最後に「１時間」と答えてもお釈迦様は首を縦に振りません。そし

ておもむろにこう言ったそうです。「ひと呼吸の間である」。つまり、人生 

とは一瞬だとお釈迦様は言いたかったのでしょう。50年であろうと 100 年であ 

ろうと、人生は一瞬、一瞬の積み重ねです。一瞬の累計が 50 年か 100 年かの違 

いだけで、今この瞬間を生きることに変わりはありません。「今」という一瞬に 

集中しようと思ったら、あれもこれもはできません。本質的な課題は何か。 

その見極めは商売でも肝心要です。天界の時間に比べれば一瞬の幻に過ぎない 

人の世ですが、今できることに集中して、それが自分を含めた周囲の喜びや楽 

しみとなれば、それ以上に良いことはないでしょう。難しい問題をかかえているとしても、今できることをひ

とつずつやっていくことで困難を喜びに変えていく。そんな仕事を、そんな日々を積み重ねていけるのは、何

にも増して豊かでありがたいことであると思うこの頃です。 


